






























































































頭身 頭身 頭身 頭身
　当歳
図４



























































r - c C C I c
　 　 　 　 　 　 -











卜 ∽ □ 1 0 － 4 Q e Q f 口 Q ト









































う ～ 二 3 4
一 一 一
？ い f U す Ｑ t ヽ

















































































































































































































































平均 標準偏差 平均 標準偏差
乳頭高　　／身長 70.75 2.71 72.63 1.51
前ウェスト高／身長 60.25 1.67 62.25 0.71 ＊
瞥位高　　／身長 47.75 2.25 50.63 L60 ＊
股下高　　／身長 43.13 1.46 46.00 0.76 ＊＊
肩峰幅／ｳｪｽﾄ幅 132.25 10.66 145.00 9.74 ＊
乳頭位幅／ｳｪｽﾄ幅 116.88 9.40 117.00 9.90
腎位幅／ｳｪｽﾄ幅 128.13 9.34 136.13 12.24
乳頭位厚／ｳｴｽ嘔 114.00 4.66 121.71 7.35 ＊
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図14　女性の加齢による体型変化
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けての体型変化を継続している時期で、それ以降「高齢者特有の体型」へと変形していく
と考えられる。
　表２は、高齢女性の体型の特徴を形状的にみるため、格子投影型モアレカメラＦＭ-80を
用いて体幹部の撮影を行い（65名）、賜られた写像より前・後正中線形状を描出し、表中の
図の部位について分析したものである。いずれの測定項目も青年女性に比較して高齢女性
の標準偏差が大きく、個体差が大きいことが明らかになった。平均値について、スチュー
デントのｔ検定を行った結果、後面では∠ｅ、X1、X2、Y2、Y3、前面では∠f、∠g、∠h、
Xs、Ys、Yeに1%水準で有意差が認められ、∠ａ、∠iに5％水準で有意差が認められた。
図15に示したように、高齢女性は高さ項目の値が小さく、胸椎の後鸞の増大と腰椎の前野
の減少、そして腹部の突出に起因する前正中線の窪みが目立つという体型的特徴がみられ
る。
表２　青年および高齢女性における前・後正中線の形状分析結果
部位 測定項目
高齢女性　n＝65青年女性n ＝102
検定
平均　標準偏差 平均　標準偏差
後
面
∠a
∠b
∠c
∠d
∠e
χ1
×2
×3
Yi
Y2
Y3
　16.0°　　　4.5
147.1　　　29.7
159.0　　　9.1
　　6.2　　　5.7
　　9.5　　　5.7
　66.0mm　23.7
　32.4　　　29.7
　54.3　　　28.5
165.8　　　27.7
335.7　　　40.4
459.3　　　43.0
　11.8　　　2.9
160.7　　　4.6
160.1　　　6.o
－0.4　　　2.2
　12.1　　　2.0
　29.4　　　　9.5
－3.6　　15.7
　44.4　　　　9.4
176.3　　　22.5
424.2　　　18.3
647.4　　　23.5
＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
∠c
ﾔJ
3
ｻﾞ
3
X5
万ﾔ
前
面
∠f
∠g
∠h
∠i
X4
×5
×6
Y4
Ys
Yfi
　15.5°　　5.1
　22.8　　　　8.8
165.6　　　10.4
　20.7　　　　5.1
　29.0 mm　10.8
　45.7　　　27.9
　85.7　　　30.0
　74.9　　　14.2
206.4　　　33.0
318.1　　　33.8
　10.8　　　2.3
　10.8　　　2.7
180.8　　　6.1
　7.0　　　4.4
　35.7　　　11.4
　70.0　　　17.3
　84.3　　］L9.1
　73.3　　21.4
323.2　　22.3
439.7　　28.8
＊＊
＊＊
＊＊
＊
＊＊
＊＊
＊＊
牛∩
＊＊：危険率1%水準、＊: 危険率5%水準で有意差有り
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高齢女性
青年女性
齢女性の正中線形状模式図
　日本人成人女性の年代別体型の特徴をまとめたのが図16である。年代別の特徴をみると、
10歳半ば～20歳代は身長や袖丈が長く、体幹も細目に向かっている。30歳代以降体幹が太
くなりけじめ、先にも述べたが、60～64歳にピークを迎える。それ以降、長さ項目は短く
なり、また、細目の体幹にリターンしている。
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　　　　　　　　　　図16　日本人成人女性の年齢別特徴16）
5.まとめ
　日本人には、日本人特有のからだのかたちがあり、それが加齢とともに変化する事実を
36－
ほんの一部ではあるが紹介した。加齢とともに様々に変化するからだのかたち、これを正
確にとらえることは、からだを覆う衣服、身につけるバックや靴、くつろぐために用いる
椅子などの適合度を高めることにつながる。
　生活様式や食生活が欧米化してきた今日、その影響を受けて日本人青年男女の体型は、
大きく変化してきている。こうした実情から、定期的に、大規模で精度の高い人体計測が
実施できる基盤が必要である。また、デし夕の活用が手軽にできるしくみが必要である。
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